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１．はじめに  

刃口装置を用いた推進工法は，営業線直下での角形鋼管

推進工事における共通の課題である，列車運行の安全確保

と推進時の施工精度確保を向上させることを目的に開発

した．開発した刃口装置は，刃口の上下左右に油圧装置で

伸縮可能なスライディングブレードを装着した刃口装置

と横方向に 2倍の大きさがあり，1度に 2本の角型鋼管の

推進を行えるＷ刃口装置（写真－１）であり，今回，これ

を用いて試験施工を実施した．本稿では，試験施工の概要

及びその結果と，試験施工により得られた実施工に向けて

の課題について述べる． 

２．試験施工概要  

今回の試験施工は，旧 JR 阪和貨物線跡地の盛土（N=3

程度の緩い砂質地盤）区間を利用し実施した． 

まず，複線区間を想定した推進延長約 12.0m で，試験体

①②③を実施した．ここでの確認項目は，刃口装置の機能

確認と推進精度確保のための方向修正及び，支障物撤去時

のスライディングブレードの効果である．（図－１） 

次に，複々線区間を想定した推進延長約 24.0m で，試験

体④及び⑤⑥を実施した．試験体④では長距離推進時にお

ける施工性と推進精度の確認を行った．また，試験体③で

確認することができなかった，支障物撤去時におけるスラ

イディングブレードの有無による地表面への影響差につ

いても確認した． 

試験体⑤⑥では，Ｗ刃口を使用し同時に 2本の角型鋼管

を推進した．確認項目は，試験体④と同様に，長距離推進

時における施工性と推進精度である．（図－２） 

３．試験施工結果 

試験体①では，刃口装置の推進時のスライディングブレードの操作等の基本的な機能が問題ないことを確認

した．しかし，推進精度の確保では初めての試験施工であったため，大きく沈下する結果となった． 

試験体②③では，試験体①の結果を踏まえ，方向修正を早期に対応することで，管理基準値内（±1/1000

×推進距離）の推進精度を確保することができた．（図－３） 
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試験体④は，複々線を想定した推進であった

が，試験体①～③と変わらず刃口装置の機能は

問題がなかった．また，推進精度の確保におい

ても，試験体①～③での実績を踏まえ対処する

ことにより鉛直変位，水平変位ともに管理基準

値内（推進距離 20.0m 以上：±30mm）で推進す

ることができた．（図－４）これまでの試験体

①～③では沈下傾向があったが，スライディン

グブレード及び方向修正用固定ブレードを有

効に機能させることにより上昇傾向にできる

ことも確認できた． 

また，支障物撤去時のスライディングブレー

ドの有無による地表面への影響差は，大きな差

を確認することができなかった．これは，支障

物撤去の作業がどちらの場合も非常に短時間

で終了したため，支障物撤去に伴う切羽の解放

時間が短く地表面に影響が出にくかったと考

えられる．支障物撤去時の安全性確保において,

スライディングブレードが有効に機能するこ

とが確認できた. 

試験体⑤⑥のＷ刃口を用いた試験施工は，試

験体④に比べ沈下が大きく発生した．また，右

側へ傾くローリングも大きな値となったが，管

理基準値内の推進精度を確保することができ

た．（図－４）沈下，ローリングが大きく発生

した原因は，地山が緩く,刃口が非常に重たい

（約 4.0t）ため沈下傾向が強く，また，Ｗ刃

口左側は試験体④と継手により拘束されてい

るが，右側は拘束されていないため右側のみが

沈下し，ローリングが大きく発生する結果とな

った． 

４．考察と今後の課題 

今回行った試験施工において，刃口装置を使用しての推進工事おける施工性と推進精度の確保について，

実施工に向け一定の成果が得られた．また，支障物撤去においてもスライディングブレードを地山に貫入さ

せた状態で行えるので，安全に作業が出来るため有効であると考えられる． 

一方，今後の課題としては，刃口装置自体が重いため先端が沈下する傾向にあり，特にＷ刃口では沈下だ

けでなくローリング変位も大きく発生する傾向にある．実施工に向けてこれらの課題を克服する必要がある． 

沈下抑制に対しては，方向修正用の下面固定ブレードの角度および大きさ等の形状を検討し，より高い方

向修正能力を発揮できるように改良を行う予定である．また，実際の施工地盤が今回の試験施工の地盤と同

様あるいはそれ以上に緩い場合は，刃口の沈下を抑制するために，地盤改良等による地盤強化の実施などに

ついて検討する必要がある． 
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